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リーフ（株）

•プロジェクト運営、管理
•企画・開発・試作、今後量産

福岡県、北九州市、テクノエイド協会

九州工業大学
•技術面でのアドバイザー

•開発費の助成
•行政支援のコーディネート

九州栄養福祉大学

•実証実験場所となる施設の紹介
•リハビリの専門家として、
ユーザー（患者・高齢者）および
理学療法士の生声の翻訳

Tree開発体制

実証試験施設



図１： 臨床評価の様⼦（サポートセンター門司（北九州市） 図2： 臨床評価の様⼦（リハビリセンターけやき（北九州市）

Tree_HISTORY
２００８年：ヒアリング、ニーズ調査
２００９年：ロボット産業振興会議「平成21年度ロボット開発技術⼒強化事業助成⾦」にて、試作１号機を製作

（九州工業大学 宮本研究室と共同開発（球体駆動制御技術）

２０１０年： 九州栄養福祉大学にて実験前の安全性の確認
（九州栄養福祉大学リハビリテーション学部と共同開発（以後、現在も継続中））

２０１０－１１年：⽼⼈ホームにて実証試験

２０１２－１４年：厚生労働省（テクノエイド協会）「福祉⽤具・介護ロボット実⽤化⽀援事業」の採択、
及び日本生活⽀援⼯学会による倫理審査承認を受けた

○H24年度：病院（北九州市）で臨床評価 ○H25年度：介護施設（北九州市）３施設で臨床評価
○H26年度：介護施設（北九州市）２施設で仮導⼊試験（実⽤性評価）

２０１３－１４年：北九州産業学術推進機構「平成25年度中⼩企業産学官連携研究開発事業補助⾦」にて、試作機を開発
（九州工業大学 吉田研究室と共同開発（インタフェース・個人適応技術）

２０１４年：ロボット産業振興会議「平成26年度生活⽀援ﾛﾎﾞｯﾄ実証実験推進事業」にて、臨床評価



● ２０１２年度： Ｔｒｅｅ ３号機
（福祉用具・介護ロボット実用化支援事業 モニター調査）

１．評価部会による事前検証
２．日本生活支援工学会による倫理審査承認
３．臨床評価 【回復期病院にてTreeメイン機能の有効性評価試験】

期間：約２ヶ月間
被験者：２２名

Tree_HISTORY

● ２０１３年度～２０１４年度： Ｔｒｅｅ ４-５号機
（福祉用具・介護ロボット実用化支援事業 モニター調査）

１．評価部会による事前検証
２．日本生活支援工学会による倫理審査承認（2013年度のみ）
３．臨床評価 【2013：実用性評価試験、2014：試用ヒアリング】

期間： 2013：約５ヶ月間 2014：毎日４週間
被験者： 2013：28名 2014：12名

● ２０１４年度： Ｔｒｅｅ ６号機

１．病院内倫理審査承認
２．臨床評価 【市場投入前評価試験】

期間： 毎日約１ヶ月間
被験者： 16名



導入事例（１）

特別養護老人ホーム シルヴァーウイング新とみ



導入事例（１）

特別養護老人ホーム シルヴァーウイング新とみ

導入の理由

●高度な歩行訓練実現
●ロボット（Tree）との歩行訓練により、指導者はロボット設定のみで

訓練時介助負担軽減期待
●ロボット（Tree）の細かい動きにより、大回り、小回り進行が

可能であるため、狭小スペースで歩行訓練可能
●先端の歩行ロボット（Tree）運用により、他事業所との差別化
●高度歩行訓練による歩行能力向上効果

①利用者の施設利用満足度向上
②歩行自立度向上による日常生活の質向上効果
（利用者様の意欲向上にも繋がる）

③施設内歩行自立度向上による施設及び自宅での歩行時介助量軽減



導入（検討）事例（２）

シンガポール Changi General Hospital

導入（検討）の理由

●国策である高齢者増による
医療ニーズの増大への対応に適応している

●リハビリの効率化、最適化に貢献できる
●リハビリ練習機器としてのみならず、
歩容データの収集ができる

●再現性のある練習、データによる的確な指導を行える


